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第 21回 PF シンポジウム報告

PF シンポジウム実行委員長　加藤龍一

　����年 �月 ��，��日に，第 ��回 ��シンポジウムが
����号館のセミナーホールと隣接するホール及び会議室
で開催されました。今回のプログラムでは，ユーザー側と
施設側の共通理解を図る，各分野の参加者にできるだけ多
く ��シンポジウムに興味をもってもらう，その中から若
手研究者の興味の芽を育む，との考えから新しい企画を盛
り込みました。具体的には，「興味深いサイエンスをする
ために，どのような光源と測定装置方法が必要で，それを
どのように工夫し，どのような利用研究成果が得られたの
か」を一連の流れの中で複数の方に御講演頂く「光源から
利用研究まで」のセッションを新設しました。また，ユー
ザーグループの御理解と御協力を得て，それぞれのグルー
プから利用研究の成果について数件ずつのポスター発表を
して頂きました。これら新セッション・ポスター発表と従
来の招待講演も含め，今回のシンポジウムでは「若手の参
画」をキーワードの一つに演者の方を推薦，選考させて頂
きました。
　招待講演では �名の方に，「光源から利用研究まで」の
新セッションでは �テーマで �名の方に，ポスターセッシ
ョンでは従来の �課題 �課題と施設からの発表（��題）
に加えて �つのユーザーグループから ��題の発表をして
頂きました。「光源から利用研究まで」のセッションは，
初めての試みで演者の方々には大変なご負担をおかけし
たかと思いますが，当初の目的であった施設と利用研究の
相互理解に一歩近づくことができたのではないかと思いま
す。コーディネーターがそれぞれのテーマでの進行につい
てより積極的に調整を行えば，今後より素晴らしいものに
なると思いました。ユーザーグループから参加頂いたポス
ターセッションでも，こちらの予想を上回る発表を頂き，
また当日ポスター会場でも活発な議論があちこちで見られ
ました。ポスター発表のために初めて ��シンポジウムに参
加された方にお伺いしましたが，ポスターセッション以外
にも ��シンポジウム全体に興味を持って頂けたようで，参
加者層の拡大という目的の一部は達成できたかと思います。
　今回の参加者は昨年とほぼ同じ ���名でした。昨年は次
期光源候補としての ���の研究発表，一昨年は �����周
年記念行事が行われたことで例年よりも参加者が多く，今
回の参加者数については気になっておりましたが，結果的
にはそれらとほぼ同じ人数の方に参加頂き，大変感謝して
おります。法人化に伴う ��の対応に関心を持たれた方が
多かった事とともに，新しい企画も参加頂いた方の興味の
一端を担えたのではないでしょうか。昨年の研究本館レク
チャーホールと会場が違うせいか，一見すると参加者数が

減少した印象がありましたが，受付で登録された参加人数
は実際には微増しておりました。ただ，セッションによっ
ては参加者の顔ぶれが大きく変わる状況があり，参加者全
員に興味を持って頂けるプログラム編成の難しさを改めて
痛感いたしました。当日は熱意あふれる御講演と熱心な議
論の双方の結果，全体の進行は常に遅れることとなってし
まい，皆様にご迷惑をおかけしたことをお詫びいたします。
司会進行の不慣れとともに，結果としてスケジュールを詰
め込みすぎたのが一因かと思われます。
　研究発表以外の当日の内容について簡単にレポートさせ
て頂きます。

PF-2.5 GeV リングのシャットダウン時期，安全面の配慮
　�日目午前の施設報告では，松下副所長から ����年度
の概要として，�����の整備，�����������リングの直線
部増強計画の一部実施，将来計画の議論，法人化の準備
を行ったとの報告がなされました。また，法人化後の組織
の説明もなされました。����年度以降については，�������

����リングの直線部増強計画の進行に伴い，����年 �月
頃から �月頃までの長期シャットダウンが現在のところ予
定されているとの報告がなされました。野村主幹と小林主
幹からは，��の運転についてのより詳細な報告の他，最
近 ��で多発している事故に関して，安全面について利用
者による一層の配慮の必要性についての呼びかけがありま
した。

将来計画（新光源）
　�日目午後の将来計画のセッションでは，最初に松下副
所長から今までの ��の将来計画の議論についての概要説
明がありました。����年頃から議論を開始し，当初は新
������リングは ��外で進行すると想定して，�����高
度化，�����������リング直線部増強，�������������の議論，
����年 �月に ������������を出した ���の検討を行って
きたこと，などの今までの経緯の説明です。����年度に
ついては，新 ������リングの建設の可能性について各
方面と調整を行いましたが，結果としては ����年度中に

招待講演「時間分解構造観測が物質開発にもたらすもの」の腰原
伸也氏
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計画が進行する可能性が無くなったという報告がなされま
した。今後は，現在進行中の直線部増強計画と新光源計画
の �本立てで将来計画を進行させるという戦略であり，後
者に関しては ���も視野に入れつつ仕切り直して検討を
行うとの説明がなされました。仕切り直して検討を行う
という状況は今までよりも計画が後退しているのではない
かという質問が会場から出され，小間所長他からは，���

検討時には新 ������リングが ��外で建設されるのが前
提であったこと，その前提が今年度に崩れたこと，それを
受けてどのような次期光源がベストかの再検討が必要であ
るとの結論に達したこと，実際にはこれから再検討作業を
行い �月には取りまとめて今年度中にはユーザーコミュニ
ティーを含めての方針を打ち出したいとの説明がありまし
た。また ��側からは，リング建設などの大型施設整備に
ついての文科省サイドとの交渉の中で，特にユーザーコミ
ュニティーのより強力な協力が必要であるという発言があ
りました。
　招待講演の最後で野村主幹が示された ��年単位での全
米の放射光施設の高度化のロードマップを，日本におい
ても行えないものだろうかとの会場からの発言を受けて，
小間所長からは縦割り行政の問題もありなかなか困難で
あるとの見通しが語られました。また，尾嶋氏から，新
������リング建設を巡る文科省との交渉においてユーザ
ーコミュニティーが一本化していないとの指摘を受けたこ
とがあるため，将来計画を考える際は ��だけでなく放射
光コミュニティー全体を見渡す必要があるという発言があ
りました。

ＰＦの運営について
（１）法人化後の運営について
　共同利用実験に関しては、��の小林克己氏から，基本
的になるべく法人化前後で変わらないように進めていると
の説明がなされました。一例として，旅費の予算枠も昨年
度並みに確保したとの報告がありました。その中で，ユー
ザーの所属する大学等の法人化の方針によっては �週間以
上の長期出張が問題になる可能性があることと，今後は職
員も大学院生と同様に保険加入の証明をして頂くかもしれ
ない（新年度についてはその必要はない）との説明があり
ました。また，野村主幹からは極端な例として，ユーザー
の重過失で ��が丸焼けになったような場合，文科省は施
設の再建についてサポートをしない可能性があり，ユーザ
ーの所属する大学法人にその請求をせねばならない可能性
があるという発言がありました。
（２）予算削減問題
　今まで以上に成果の公表が求められるので，研究成果（論
文発表など）についてユーザーがより登録しやすいシステ
ムの構築があれば良いという意見が出され，そのようなシ
ステムの構築について検討を行うことになりました。
　法人化後の効率化係数については，大学法人は全予算の
���について ���％であるのに対し，高エネ機構などの大学
共同利用機関法人では１％で，より厳しいという状況の説

明がありました。会場から減らす分の捻出について，人件
費はなかなか削減できないだろうから運転時間か施設の整
備費を削減するのだろうかという質問がありました。野村
主幹，小林主幹から運転時間に係る費用は ����が大部
分を占めており，��のみ運転時間を多少削減しても経費
には大きな変化がないという説明がされました。また，松
下副所長，野村主幹から，機構全体で予算枠は減少するが
その中での予算の配分枠を巡っては，よりよい研究成果を
出して機構長をはじめとして ��外を説得できるようにす
ることが重要で，そのためにはユーザーコミュニティーか
らの成果の報告と発言が非常に重要かつ有効であるとの発
言がありました。逆に，それらがなければ機構内の予算配
分で ��が不利になってしまうので，ユーザーコミュニテ
ィーには是非協力をお願いしたいとのことです。松下副所
長から，外部資金の導入はそれ自体が有効であるばかりで
なく，機構内での予算獲得にも効果があるので積極的にお
願いしたいとの発言と，河田次期主幹からは，全体として
予算枠が減少している方向にあるのは確かで，直線部増強
についてもリングの改造予算の目処は立ったがビームライ
ンについてはあてがない状況で，��でも努力するがユー
ザー側でも外部資金獲得の努力をお願いしたいとの発言が
ありました。
　��������ではビームタイムの有料化に向けて具体的検討
に入ったようだが，法人化後の ��ではどうなるのかとい
う質問に対して，松下副所長から ��を含む機構では業務
方法書の中に共同利用の無償を書き込もうとしているとこ
ろなので，基本的には今までと同様に無料で利用できると
考えていただいて構わないという回答がされました。その
後，会場とのやりとりで，今後の新たに設置される大型施
設については施設利用有料化の動きがある中で，既存の大
型施設の有料化の動きも含めて研究者はそれを阻止すべく
行動する必要があるという発言があり，放射光学会として
も文科省の結論が出る前に意見のとりまとめをするべく行
動を始めようとの発言がなされました。
（３）��の独自性
　国内唯一の放射光施設ではない ��の独自性については，
会場などから，高輝度だけが施設の性能の全てではなく，
旅費の支給があること，課題期間が �年であって実験計画
が柔軟に立てられること，総合的に使いやすい環境である
こと，などトータルとして使いやすい施設であるという発
言がありました。これらと総研大などのシステムを組み合
わせることにより，��でなくてはできない人材育成を行
うのは有意義で必要ではないかという発言が会場からあり
ました。松下副所長から，これは非常に重要な意見である
というコメントとともに，目に見える形で人材育成をサポ
ートするために必要な資料をとりまとめる上で，��を利
用した研究の修士論文，博士論文の登録を漏れなくして頂
きたいとのお願いがありました。
　予算削減問題との関連で，抑制されるリソースを有効
に活用する一案として夜間の運転を停止することで経費の
節約にならないかという提案が会場からありました。小林
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主幹から，夜間運転を止めた場合にマシンの安定性が下が
る割には電気代他経済的なメリットは見込めないとの説明
がありました。測定の自動化の影響等もあるのか ��初期
に比べ夜間に実験ホールにいる人数が減少している印象が
あるという複数の発言があり，単独実験などについて安全
面に留意せねばならないという小林主幹のコメントととも
に，実態について調査する必要があるという松下副所長の
発言がありました。
　利便性の高い ��という特長をより生かすために，大学
にあわせて運転スケジュールを見直せないかという意見
が会場から出されました。具体的には，年度末で多忙の �

月 �月を避けて �月 �月に運転期間が振り替えられると便
利であるといった案です。小林主幹から，入射用の直線加
速器は ����入射の作業が多く ��だけの都合で運用でき
ないこと，入射器の保守期間を確保しないと ��の安定な
運転も覚束なくなること，夏期の電気代単価が高く機構
全体の電気代を考えるとコスト面から夏期には停止せざる
を得ないこと，という説明がなされました。また，松下副
所長から，��������と ��の両方が同時に夏期に停止しな
いでほしいというリクエストが（産業界からを始め）有る
ことは以前から認識し，両者の間で長期停止が重ならない
ようにしたいという調整も行っているが，どちらが夏期の
高い電気代を負担するかなどでなかなか議論が進んでいな
いという報告がありました。また，小林主幹から，��と
�����の両方のリングのマシンスタディを月曜に行って
いる現在はマンパワーが足りない状況であること，これを
改善するためにマシンスタディの曜日をずらすことを検討
中であるとの報告がありました。
（４）その他
　慢性的にユーザーからの不満の高い宿泊施設について
は，絶対的な部屋数が足りない，他人との �人部屋は廃止
して欲しい，との要望が今回も出されました。��の小林
克己氏から，部屋数については，平成 ��年に ��の停止
が予定されていることからそのユーザー減を見込んで増設
は予定されていないこと，��の停止後は部屋数の不足問
題は緩和されるであろうという説明がありました。また，

宿泊施設の問題点や共同利用全般で気がつかれたことやリ
クエストは，全てビームタイム利用記録に記入頂き，目に
見える形で情報を蓄積頂きたいとの説明がありました。

最後に
　各セッションの詳しい内容については，同封した「第
��回 ��シンポジウム報告集」及び本号の記事をご覧くだ
さい。また，ホームページ上でも同じものに加えて当日用
いました発表資料の一部を公開しておりますので，併せて
ご覧いただければ幸いです。
（���������������������������������������）

　また，シンポジウム開催に当たって協力して下さった外
山さんはじめ ��の秘書の皆様，三菱電機システムサービ
スの皆様，学生アルバイトの皆様に感謝いたします。

第 ��回 ��シンポジウム実行委員会：
井田隆（名古屋工業大学），岩住俊明（��），小野寛太（��），
◎加藤龍一（��），桜井浩（群馬大学），○佐藤衛（横浜
市立大学），鈴木守（＊ ��），田中雅彦（��），原田健太郎
（��），平木雅彦（��），百生敦（東京大学）
（◎委員長，○副委員長，＊現大阪大学）

PF 研究会
「非平衡状態の物質構造と
電子状態研究の展開」の報告

放射光科学第二研究系　河田　洋
　
　上記の研究会が物質構造科学研究所と腰原 �����プロ
ジェクト「非平衡ダイナミクス」の母体であります科学
技術振興機構との共同主催で平成 ��年 �月 �日（金曜日）
に高エネルギー加速器研究機構 �号館 �階輪講室で行われ
ました。
　非平衡状態の物質構造と電子状態研究は，放射光を用い
た研究という観点からは，現状ではまだ未知数の部分が多
く，逆に今後の発展が期待される分野です。特に次世代の
���，���と言った第 �世代光源を用いた応用研究の一つ
のキーワードとなっており，その意味からも現状で展開可
能な研究を早急に立ち上げる必要が認識されています。ま
た，物質構造科学研究所放射光研究施設の ��������������

�������は，世界に類を見ない通年大強度単バンチモード
運転を行っており，放射光パルスの時間構造を利用した時
間分解実験を集中的に遂行するうえで世界的に見て極めて
有利な立場にあります。本研究会は後述のプログラムにあ
ります様に，�����の放射光パルスと可視光，磁場，温
度などの外場変化を組み合わせることにより，さまざまな
実験系において非平衡状態の物質構造と電子状態のダイナ

ポスターセッションの様子
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ミクス研究を展開することを意図して計画しました。また
放射光パルスと相補的な利用が想定されるレーザープラズ
マＸ線の利用，放射光パルスの短パルス化，光デバイスの
応用分野開拓，励起用パルスレーザー光源の新規開発など
の話題についてもそれぞれ第一線の研究者に講演していた
だきました。
　研究会には総勢で ��名の方々の参加を頂き，活発な意
見交換が行われました。特に印象に残ったのは，坂中氏の
「�����におけるＸ線の短パルス化の可能性」で，多くの
光源系スタッフの参加を頂き，光源系の方々の短パルス化
への熱い意欲を強く感じさせて頂きました。研究会終了後
も懇親会に ��名の参加を得て，将来への夢の議論を久し
ぶりに楽しむことが出来ました。
　この研究会の後，�月末の最後のマシンタイムで �����

の ���ビームラインでナノ秒時間分解の時分割回折実験
に辿り着く事が出来ています。別の紙面でその内容の報告
は行われると思いますが，今後，そのような実験結果の報
告を含めて，将来の夢を語る第 �，第 �の研究会を企画し
ていくつもりでございますのでよろしくご支援の程お願い
いたします。

プログラム
�　�����～ �����　挨拶�　腰原伸也（東工大）
�　�����～ ������　時分割光電子顕微鏡 �������

　　　小野寛太（���・��）
�　�����～ �����

時間分解 ����：不均一触媒反応と光励起状態
　　　稲田康宏（名大）
�　�����～ ������

紫膜をもちいた光受容蛋白質バクテリオロドプシンの時分
割Ｘ線回折測定
　　　岡　俊彦（慶大）
�　�����～ ������

ポンププローブＸ線回折法による光誘起相転移の観測�

　　　足立伸一（���・��）
�　�����～ ������

レーザープラズマＸ線を用いたピコ秒時間分解Ｘ線回折
　　　中村一隆（東工大）
�　�����～ ������

�����におけるＸ線の短パルス化の可能性
　　　坂中章吾（���・��）
���コーヒーブレーク ���

�　�����～ ������　相転移の ���への応用
　　　高尾正敏（松下電器）
�　�����～ ������　光で駆動する分子機械の構築
　　　金原　数（東大工）
��������～ ������

光ファイバーによる光ソリトン圧縮技術を用いた外部同期
型パルス光源　
　　　高坂繁弘（古河電工）
��������～ �����　�閉会の辞　�河田　洋（���・��）

PF 研究会
「PF 軟Ｘ線結晶分光領域の研究の展開」

報告

研究会世話人　岩住俊明（KEK・PF）

北島義典（KEK・PF）

　標記 ��研究会が下記プログラムで開催された。�������

の軟Ｘ線領域は，����������リングの偏向電磁石光源で最
も高い強度が得られる領域であり，また軟Ｘ線アンジュレ
ータ������や楕円偏光マルチポールウィグラ ��������を
光源とする世界的にもユニークな実験ステーションもあ
る。研究会では，主に ��で行われた様々な特徴ある研究
を紹介いただき，今後の展開について議論した。特に ��

で進行中の直線部増強計画で新たに設置可能な周期長と
ギャップの小さいアンジュレータでは �����������程度が �

次光として得られることになるので，そこに軟Ｘ線マイク
ロ分光ステーションを建設する可能性について議論した。
年度末の忙しい時期にもかかわらず研究会に御参加・御協
力いただいた皆様に感謝したい。

プログラム (3 月 23 日）
�����������　研究会趣旨説明＆ ��軟Ｘ線結晶分光ステー

ションの現状と ��の将来計画
　　　　　　　　岩住俊明、北島義典（��）
�����昼　食������

�����������　軟Ｘ線結晶分光領域における ����

　　　　　　　　島田広道（産総研）
�����������　軟Ｘ線領域を利用した触媒科学の研究
　　　　　　　　朝倉清高（北大）
�����������　生体試料の微小領域スペクトル解析
　　　　　　　　伊藤　敦（東海大）
�����休　憩������

�����������　軟Ｘ線結晶分光領域における表面化学研究
　　　　　　－光電子分光、����、内殻励起反応－
　　　　　　　　馬場祐治（原研）
�����������　軟Ｘ線分光による有機薄膜の構造研究
　　　　　　　　近藤　寛（東大）
�����������　������における分光分析研究
　　　　　　　　河合　潤（京大）
�����休　憩������

�����������　金属上に成長したナノ薄膜の構造及び電子物
性

　　　　　　　　木口　学（北大）
�����������　強磁性 ����の状態別スピン・モーメント：

磁気コンプトン散乱と磁気円二色性による研究
　　　　　　　　櫻井吉晴（��������������）
�����休　憩�・移　動 �����

�����������　懇談会（自由討論）
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ユーザーとスタッフの広場

������

PF・KENS 合同研究会
「ナノサイエンス・テクノロジーと放射光 /

中性子反射率法」のご案内

物質・材料研究機構　桜井健次

放射光科学第１研究系　平野馨一

中性子科学研究系　鳥飼直也

　Ｘ線反射率ユーザーグループでは、��研究会、����

研究会合同の研究会を企画・準備しております。関心をお

持ちの皆様は、ぜひご参加ください。まもなく、プログラ

ムも発表になります。最新情報はＸ線反射率ユーザーグル

ープのホームページ（�������������������������������）をご

覧ください。

　日時：����年 �月 ��日（火）～ ��日（水）
　場所：高エネルギー加速器研究機構
　　　　４号館セミナーホール

目的：放射光および中性子反射率法によるナノ構造解析技
術は、非破壊的であり、また表面だけでなく、何がしかの
物質によって覆われた埋もれたナノ構造の解析に威力を発
揮することから、ナノサイエンス・ナノテクノロジーにお
いてきわめて重要な役割を期待されている。本研究会では、
最近の進歩と今後の方向性を報告しあうとともに、ユーザ
ーグループが提案する新ビームライン構想についての詳細
な意見交換を行う。

第 �日目
午前　Ｘ線・放射光反射率法によるナノサイエンスの

最近の進歩�（��分 � �本）
午後　新ビームライン構想と埋もれた界面の科学
��������　（��分 ���本）
夜　　懇親会の後，討論企画
������������（�時間，話題提供�１件 �～ ��分）

　　　　　�新しい実験・装置技術およびデータ解析技術
　　　　　�新しい応用分野
第 �日目
午前　中性子反射率法によるナノサイエンスの最近の

進歩��（��分 ���本）
午後　反射率法ナノテクノロジーの新しい応用展開を

めざして（��分 ���本）

連絡先：物質・材料研究機構�材料研究所�
　　　　高輝度光解析グループ　桜井健次
����������　�����：�������������������：�������������

����������������������：���������������������������

LBNL/ALS 滞在記

東京大学大学院　南部　英
（現所属：放射光科学研究施設　研究機関研究員）

一昨年（����年）�月より昨年（����年）�月までの
一年間，研究する機会を頂いた ��������についての海
外滞在記を依頼されたのですが，��������については，
�����������の荒木さん，�����������の ��������さん他多く
の方が既に紹介なさっていますので，少しそれとは違った
視点から記してみようと思います。内容が �������の趣
旨にそぐわないかもしれませんがお許しください。
組 織 と し て の ��������������������������������������

（��������）���はアメリカエネルギー省�（��������������
�����������）所管の国立研究所ですが運営は ��������������
����������（��）���に任されているという体裁を取ってい
ます。��はアメリカで恐らく最大の公設大学組織で，��
の下に ��のキャンパスと ����同様の �つの国立研究所
（他の �つは ��������������������������������������������
と ����������������������������������������）が所属して
全体で ���������を形成しています。歴史的には，御存知
のようにサイクロトロンの発明により ����年度のノーベ
ル物理学賞を受けた �����������������������によって ���
�����������������の ��������������������として ����年に
設立され，その後現在の ����と発展しています。この
経緯から �������������は ����（����内では“������”と
称される）と兼任している方もたくさんいますし，���
の学生が数多く研究に参画しています。また，自分がお世
話になった ������先生が ��������校����の教授を兼ねて
いるように ���以外の ��キャンパスの �������を兼任し
ている研究者や，その大学院生も働いています。����の
研究領域は多岐にわたり，物理科学，物質科学，生命科学，
地球科学，エネルギー科学等を含む ��の ���������から構
成され，その中には �つの ������������������������が含まれ
ています。����������������������（���）は，その中の独
立した１つの ��������であり，����������������������として
機能しています（この辺は ��と似ているのかもしれませ
ん）。���では ���のスタッフだけでなく�����������������
��������や ���������������������のスタッフ，��以外の大
学（アメリカ外も含む）や外部の研究機関の研究者も数多
く働いており荒木さんや自分のように常駐して研究されて
いる方も多いようです。���に行かれた方は御存知でし
ょうが，���は ��������によって建設された ���インチ
サイクロトロンの建物を流用というか増築して建設されて
おり，���の東側の丘の中腹に立つその姿は ��������の
街のいたるところから見ることができ，街の一種シンボル
的存在です。����から望む �������������の眺望のよさは
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